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“人を赦
ゆる

すことができない”という経験

はないでしょうか。親に言われたあの言葉、

友だちの行動、会社の上司から受けた対応

などなど。大人になった今も、学生時代に

受けたいじめを引きずり、心の中で憎しみ

続けるということもあるかもしれません。

その相手のことを赦すことが出来たらどれ

ほど楽だろうか、と思わされますが、現実

には赦すことが出来ずにいるということが

あるかもしれません。大げさではなく、“人

を赦す”ということは、人生の一大テーマ

のようにも感じます。 

さて、聖書は“赦す”ということについて

どのように語っているのでしょうか。ペテ

ロというイエス様の弟子が質問しました。

「主よ。兄弟が私に対して罪を犯した場合、

何回赦すべきでしょうか。七回まででしょ

うか。」この当時、指導者たちは三回までは

隣人に罪の赦しを請うことが出来ると教え

ていました。そこでペテロは、それを上回

る“七回”を提示しました。実際、私たちの

歩みを振り返ってみましても、三回も赦し

を請われて赦せるだろうか、と思わされま

す。一度でも嫌なことをされたらずっと恨

み続けたり、相手が謝って来ても、その後

でも根に持ち続けるということはないでし

ょうか。三回でも現実的ではないように思

いますが、ペテロはそれを上回る七回を提

示し、これで十分でしょう、と考えたのか

もしれません。それに対してイエス様は次

のように返答しました。「わたしは七回まで

とは言いません。七回を七十倍するまでで

す。」この“七回を七十倍”とは、実質的に

は限りなく赦し続けなさいということが言

そのとき、ペテロがみもとに来て言った。「主よ。兄弟が私に対し

て罪を犯した場合、何回赦すべきでしょうか。七回まででしょう

か。」イエスは言われた。「わたしは七回までとは言いません。七

回を七十倍するまでです。」【マタイの福音書 18章 21～22節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

われています。つまり、無限に赦し続けな

さい、と。イエス様はそのように教えられ

ました。しかし、そんなことが可能なので

しょうか。この発言をイエス様がされた後、

一つのたとえを離されました。そのたとえ

とは、巨額の負債（約６０００億円）を赦さ

れた人の話でした。普通の人がどれだけ働

いても支払いきれない借金を背負った人が、

主人に憐れみを請い、その借金を免除され

ました。しかし、その借金を免除された人

は、自分に対して借金がある（１００万円

ほど）仲間に対して容赦なく借金の返済を

迫り、あわれみを請う仲間を牢屋に放り込

みました。これを知った主人は怒り、借金

を免除された人を牢屋に入れました。これ

は、あくまでもたとえであるのですが、こ

の主人は神様のことを指していて、私たち

がどれほど赦されているのか、ということ

が教えられています。つまり、聖書は私た

ちが途方もないほどの神様に対する罪が赦

されているのだから、神様に罪を赦された

あなた方も他者を赦すように、と教えてい

ます。ということは、更に考えていきます

と、本当の赦しを経験していないと、他者

を赦すことは困難な作業であるとも言えま

す。愛を受けたことがない人が他者に愛を

注ぐことが困難なように、赦される経験を

したことがない人は、他者を赦すことが困

難かもしれません。他者を赦すことができ

ずに苦しんでいる方は多くおられると思う

のですが、まず私が神様から赦されるとい

う経験をし、その上で他者を赦すことがで

きることを知って頂ければと思います。神

様が提供して下さる赦しは無限の赦しです。

神様の前に告白する罪は全て赦されます。

その赦しを受け取って頂きたいと願います。 

◆コラム 

私たちの罪がすべて赦されるなんて都合の良

い話に聞こえるかもしれません。なぜそんな

ことが可能かと言えば、イエス・キリストが私

たちの罪を背負って十字架にかかり、身代わ

りとなって神のさばきを受けて死んでくださ

ったからです。私たちが受けるべき罪の罰は

イエス・キリストが代わってすべて受けて下

さいました。そのことを私のための十字架で

あると信じる人は、すべての罪が赦されます。

それが聖書の教えです。そのように罪が赦さ

れた私たちは、他者を赦すというチャレンジ

があるのですが、それは途方もない罪を赦さ

れた者として他者を赦すことになります。 


